物語文学にみえる学問 : 『うつほ物語』と『源氏物語』の検討から by 陣野 英則



































『紫式部日記』によれば、弟（あるいは兄 も） 惟規とともに父から直接教育を受けた うである。した って、両作品ともに、学問と接点をもった人物によって作られたとい う だろう。両作品には少な ぬ対照的な面もあるのだが、学問に関し はど か。二作品の学問の描き方、また学問に対する構え方などを対比してみることで、なるべく多角的に〈書かれたも 〉としての 語と漢籍との関係をとらえてみよう。
 









  『うつほ物語』の「俊蔭」巻で最初に登場してくる主人公の清原俊蔭は、まずその学才が注目され、遣唐使とし 派遣されることとなる。その後の物語では、俊蔭の孫にあ る藤原仲忠が作中における最重要人物 一人となるが この人も後述す とおり、学問と関わることとなる。 一方、 「祭の使」 巻では 藤英 （藤原季英） という学生
がくしよう
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と同じように渤海使と漢詩を作りあっている。河野［二〇〇八］によれば、外交使節とのやりとりにおける漢詩は、当該国の文化の水準を示すものであり、国 威信をかけて当代きっての学者が派遣されたという。本文６の朱雀帝は、そのよう 重要な渤海使 の交流にあたって、ふさわしい人材が不足してい ことを嘆いている様子






























けだが、特に帝と学問との関わりについては特筆すべき問題ではないかとおもわれる。 これまでにとりあげていない例では、 左大臣 （のち太政大臣）藤原忠雅の発言で、しかも冗談を うときに「老い学問」 （五三六頁）および「老いの学問」 （八三六頁） いう言葉が一例ずつみられる。兼雅の兄である忠雅は 物語の登場人物たちの中で相対的には年輩の人であるが、なぜ 忠雅だけがそうした発言を繰り返すのか、にわかには解明しえ い。ひ まず、 「学問」とう言葉がある種 諧謔性を発揮しう 例という と いえるだろ 。
 











調査・検討した際の整理に準じている。和文 中に え 「ふみ」という単語は語義が多様で、各種の辞書類をみる 概ね四つ 五つの語義にわけて説明 ている。 ここでは、 『源氏物語大辞典』 （秋山・室伏［二〇一一］ ）の語義の示し方を参考に、①～⑤に分けた。こうち、②は漢籍もしくは経典（ただし『うつほ物語』では経典を意味する例はほととんどない） 、③は漢籍を用いた学問（漢学） 、④は漢詩文、⑤はもっ も用例の多い手紙 あらわす例である。基本的には文脈から語義が明確にとらえられるが、②と③は時に峻別しに
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巻 名 ① ② ③ ④ ⑤ 合 計
1 俊蔭 2 1 5 3 11
2 藤原の君 2 27 29
3 忠こそ 10 10
4 春日詣 7 7
5 嵯峨の院 5 3 7 15
6 祭の使 1 3 10 4 18
7 吹上 上 1 1 2
8 吹上 下 1 5 6
9 菊の宴 1 1 4 7 13
10 あて宮 2 2  9 13
11 内侍の督 1 19 20
12 沖つ白波 1 6 1 7 15
13 蔵開 上 3 17 20 40
14 蔵開 中 26 3 23 52
15 蔵開 下 1 1 1 16 19
16 国譲 上 3 4 34 41
17 国譲 中 4 1 19 24
18 国譲 下 3 2 1 17 27 50
19 楼の上 上 3 1 1 1 5 11
20 楼の上 下 4 4 4 4 16
　 合　計 57 42 10 55 248 412































漢詩集とされている） 、 ｂの俊蔭の母の歌集、 ｃの俊蔭当人の漢詩集、 、ｄの俊蔭当人の日記、これら四種がふくまれていることが明かされている。なお、ｄ あとに「など」とあるので、四種に限定 きるわけではない。 これらの遺文をひとくくりにして 「ふみ」 「ふみども」とする例が、特に「蔵開中」巻では
集中しているのであった。俊蔭


















（ 「②―書物をよむ」の章）でわかりやすく説かれている 、こ 仲忠の講書も、それと同様の、あるいはそれに準じた方法がとられているのだろうか。しかし、そもそも仲忠 本物の学者ではない（先の本文４参照） 。つまり、本来は講書を担当する立場にない人物が、本格的な学問とは性格を異にする しかもプライベートな内容を多くふくんでいるであろう先祖の遺文 学問のように扱っ いる点に













若君〔＝一の宮〕 、 「何わざもせさする人もなければ。かしこ〔＝仲忠〕ぞ『ふみ習はさん』とのたまひしかば」 。母君、 「いとうれしきことかな。かの御弟子になりたまひて、よろづのわざしたまへ」なんど聞こえたまへば、…〔中略〕…







































以上のように、 『うつほ物語』においては、嵯峨院、朱雀帝、本文11の東宮（ ち今上帝） 、さらには本文
10の一の宮（のち東宮）の








まず「学問」という単語の用例をみてゆき、次いで学問をあら す「ふみ」を中心に りあげることとする。以下にお ても、引用本文の中の「学問」には二重傍線を付し、 「ふみ」およびその類語は枠で囲むことにする。
 



















































































































レースするように語られている。 なお、 この人物に関しては、 「少女」巻の本文（六七五頁）でも
｢学問」についての言及があることも付言
しておく。相対的にみて、学問に打ち込んでいる人物だといえるのだろう。ただし、光源氏と同年代で、一緒に勉学に 励ん う文脈、つまり光源氏と学問の関わりを補足するよう 語られ方である点がより重要であろう。
 
『源氏物語』の中で、もっとも学問との関わりが多く語られてい
るのは、光源氏の息子夕霧である。夕霧に関わる「学問」という単語は 「少女」 巻に集中して四例見いだされる。 知られている おり、これは光源氏の教育方針が関わっている。それら四例のうち、特に桐壺帝への言及をふくむ箇所 み引用してみ
 





























しこき御手より伝へはべりしだに」など あるので、直接の指導を受けた とが示唆されている。また光源氏は、 わせて「高き家














































王家あたりへの出仕があった すれば、 「藤式部」はその当時からの伺候名で ったろう（中野［一九九四］ 、福家［一九八六］ ） 。
 
この体験談においては、そもそも話し手の「藤式部丞」という名
前が紫式部＝藤式部を想起させるのであった。さらに、博士 娘という相手からは、学者として著名であった藤原為時の娘である紫式部との重なりをも意識させらよう。 つまり、 本文
17では 『源氏物語』













して」 いた （六〇頁） 、 博士 娘の悪臭をめぐるエピソードである。
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巻 名 ① ② ③ ④ ⑤ 合 計
1 桐壺 1 1 1 3
2 帚木 1 11 12
3 空蝉 1 1
4 夕顔 1 1 2
5 若紫 6 6
6 末摘花 5 5
7 紅葉賀 0
8 花宴 3 3
9 葵 7 7
10 賢木 1 1 2 5 9
11 花散里 0
12 須磨 1 2 5 8
13 明石 8 8
14 澪標 3 3
15 蓬生 2 2
16 関屋 0
17 絵合 1 1
18 松風 1 1
19 薄雲 1 1 2 4
20 朝顔 3 3
21 少女 4 1 4 10 19
22 玉鬘 1 4 5
23 初音 0
24 胡蝶 5 5
25 螢 1 1
26 常夏 5 5
27 篝火 0
28 野分 2 2
29 行幸 1 5 6
30 藤袴 3 3
31 真木柱 4 4
32 梅枝 5 5
33 藤末葉 3 3
34 若菜上 1 1 12 14
35 若菜下 10 10
36 柏木 1 1
37 横笛 2 2
38 鈴虫 1 1
39 夕霧 1 31 32
40 御法 0
41 幻 2 2
42 匂兵部卿 0
43 紅梅 1 1
44 竹河 1 5 6
45 橋姫 2 4 6
46 椎本 1 5 6
47 総角 3 10 13
48 早蕨 2 2
49 宿木 14 14
50 東屋 8 8
51 浮舟 1 4 35 40
52 蜻蛉 10 10
53 手習 6 6
54 夢浮橋 10 10
　 合　計 5 13 4 21 277 320


































る。そういう意味では大変まぎらわしい「ふみ」でもある。 「大学の君」と揶揄された夕霧は、恋文（ 「ふみ」 ）も交わせないほどの状況












  「学問」 、および学問関連の「ふみ」という言葉をとりあげながら、
『うつほ物語』と『源氏物語』のそれぞれにみえる学問の諸相 おさえてきた。いずれも長篇物語であ
り、 「学問」 「ふみ」の二つの単
語を軸にみてゆくだけではひろいきれない問題ものこっ いるだろうが、この節では、前節ま に かった重要な箇所のことも適宜補いつつ、 両作品の共通点と相違点について整理してみ 。あわせて〈書かれたもの〉としての物語文学と漢籍との関係 ついても検討し みよう。
 
まずおおよそのところを述べておくと、これら両作品にみえる学















と語られている つまり、 貧窮していたがゆえに上野の宮に言い寄っていたのである。また、 「祭の使」巻で詳しく語られる藤英の苦学ぶりも、 「意見十二箇条」の内容と関わり あるだろう。
 























に学問との関わりが深い人物によって作られているという点 ある。学者と 生、またその関係者を笑いものに というこ は、作者と属性を共有するような人々への揶揄、あるいは作者当人の戯画化ということにさえなりうるだろうが、この点 『源氏物語』 「帚木」巻の藤式部丞に関わる話は、前節でも述べたとおり、作者の伺候名（藤式部）を連想させるような人物を登場させ、かつは学者の娘














では漢詩そのものが掲出されない点である。 『うつほ物語』 について、中丸［二〇一三ｂ］は、 「 「書かれたもの」としての漢詩」に対して、あるいはまた「少なくとも君臣唱和で君臣の秩序を示すよ な儀礼としての漢詩それ自体」に対して、物語としては「全く関心がないことを示」している一方で、漢詩の「声」が重視されている点に注目している。興味深 指摘である。
 
なお、多数の作中和歌があるのに対して作中で披露された漢詩が
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しつつ、丁寧に検討している。そ 論述は示唆 とむが、 「 『うつほ物語』の時代」というとき、微妙な問題 出てくる。すなわち、それは の成立時か、それ も物語に かれて る時代設定に関ることか、という問題である。
 
前者であれば、 『うつほ物語』 はおおよそ十世紀後半から末にかけ



























巻のみであり、それも桐壺院の時代の献上物につ て語る一節にみえるだけであった。物語本文の中で明確な言及はな も の、光源氏成人後には既に渤海は存在しないということを前提 している可能性があろう。
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渤海国は醍醐朝の延長四年（九二六年）に滅亡している。 『うつほ

















ち今上帝） 、そして藤壺腹 一 宮（ ち東宮）までの四代のうち、特に朱雀帝以降の三代について 、 を直接教わ あるいは当人が学問にうち込んでいる、と う叙述がみられ 。また 嵯峨帝と朱雀帝の場合は、学者としての清原俊蔭と 関わり おいていっそう重要である。
 






は、 俊蔭に対して東宮 （のちの朱雀帝） の琴
きん
の師となるよう命じた。






うに学問と深く関わり、光源氏の教育 直接あたっていたこ は確かである。また、冷泉帝の場合も、みずからの出生問題 からんで自主的に漢籍を調べるなど、学問との関わりが語られて る。ただし、 『うつほ物語』のように恒常的、継続的、 つ累代的に帝 東宮などが学問にとり組むということは特に語られないようだ 『うつほ物語』に比べれば『源氏物語』の帝
たちの方が学問との間にいくら
かの距離をもっている いう感がある。 実際に 「絵合」 巻の本文
13、
傍線部で光源氏が紹介す 桐壺院の訓戒は、学問にうち込みすぎいように、 というブレーキを ける内容であった。 『源氏物語』 では
















の漢籍にしても漢詩文にし も、 場面の中で直接引かれないということ 関わる問題 ある。仮名文字を用 た物語文学の〈書かれたも 〉 と の特性と て、 あるいは技術上 問題が って、
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漢籍・漢詩文を素直に引用して示すことには困難があるのだろう。
 






たことを想起すべきだろう。そのような形であれば、仮名書きの文学であっても権威ある漢籍から引用するということは不可能ではないのである。しかし、胡散臭い上野の宮を取り巻く、こ またあやしげな学生たちが出所不明の「文書」を会話文の中で引く いうところに、少なくとも『うつほ物語』の特性が如実に示されているというべきでは いか。要は、一級の権威づけられた漢籍をそのまま引用するというよう 形はとらないのである。
 
もう一点は、四節の〈５〉に関わることである。 『うつほ物語』に
しても『源氏物語』にしても、物語内の帝たちと学問との関わりは看過 がたい重要性をもっているが、二つ 物語 間では方向性にかなりの違いがみられるようである。語弊をおそれずに端的に示すならば、 『うつほ物語』は帝たちが俊蔭一族との関わりの中 学問を修め、理想像に近づ てゆく物語といえる。それに対する『源氏物語』では 一部の帝も学問との関わりをもつもの 、光源氏 頭中将、夕霧などの登場人物が積極的に学問を修めている様子 は一線を画しているだろう。むしろ、注意すべきは読者たる我々 方が物語本文から中国の古典、 『史記』などの史書、それにもちろん『白氏文集』などの漢詩文に関わる多くの
引用表現により、学ばされ、試
































27  本朝文粹』 （岩波書店、一九九二年）





















渤海の歴史、 および渤海使に関しては、 濱田耕策 ［二〇〇〇］ 、





















みえるが、いずれについても諸本間に異同がみられる。特に後者（大島本「ふみのさへ」 ）の場合は、 「文さえ」 （肖柏本） 、 「文さい」 （河内本のうち尾州家本など一部、陽明文庫本ほか） 、 「ふんさい」 保坂 ） ように、漢語「文
ぶん
」と「ふみ」との交錯を













 源氏物語』 （角川書店、一九九九年） 、そ
の他を併用した。なお 『うつほ物
語』の場合と同様、 「ふみ」
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交流と源氏物語」 と題された公開講演会 （於専修大学神田校舎、二〇一四年三月六日）における講演内容にもとづき、一部を増補してまとめたものです。講演ならびに本稿執筆の機会を与えてくださった専修大学名誉教授・同大学人文科学研究所前所長の小山利彦氏と、 人文科学研究所のご関係の皆様に篤く御礼申し上げます。
 
